
この作品は，2009年２月に行われた札幌大谷大学ピアノコース３年次学期末試験のために，同コースの委嘱に

よって作曲された。

そもそもの作曲の目的が，あまり近現代作品の演奏に慣れていない学生を対象としているので，教育的配慮と

して次の３つの点に注意して作曲した。

１，演奏が極端に困難にならないように，技術的な難易度について，幅を持たせた。

２，学生が自らの趣味や技術によって選択可能なように，短い楽章を集めて組曲とした。

３，全体として一つの様式によらず，それぞれの楽章が独立した特徴を持つように心がけた。

３については，当然のことながら，どんなに異なるスタイルで作曲しようと試みても，所詮，私の作品である

ことに変わりはないので，様式のバリエーションには限界があるだろう。しかし，少なくとも，普段の私の作曲

様式に捉われすぎないように，意識的な作曲を試みた。そのような意味では，この作品は，ピアノコースの学生

のみならず，私自身にとっても，作曲のためのStudyと考えることができる。

最後にこの作品を，いつも私の作品を素晴らしい技術と理解の元に演奏して下さる，ピアニストの川崎翔子さ

んに献呈します。
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